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TORASAI

全力で虎
トラ

イ～３つの学年　力を合わせて作れ　　最高の虎
トラ

イアングル～

2023 年７月 4・5 日
虎
姫
高
校
文
化
祭

虎
祭

cultural festival

1年生
ミュージックビデオ
　最優秀賞　４組
　優秀賞　　３組

3 年生
演　　　劇
　最優秀賞　5組
　優秀賞　　1組

文化部

生徒会企画
アンブレラスカイ

有志発表

虎コレ

2年生
教室企画・模擬店

　最優秀賞　5組
　優秀賞　　３組

開催日
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〈総合〉
第1位 ３年１組
第2位 ３年２組、２年５組

〈クラス対抗リレー〉
　第1位３年１組

　第2位３年２組

〈宅配便リレー〉
1年生  第１位 ４組・第２位 ５組

2年生  第１位 ４組・第２位 １組

3年生  第１位 １組・第２位 ３組

〈借り物・借り人競争〉
1年生  第１位 ５組・第２位 ３組

2年生  第１位 ５組・第２位 ４組

3年生  第１位 １組・第２位 ４組

〈トライアスロンリレー】
1年生  第１位 ５組・第２位 ４組

2年生  第１位 ５組・第２位 ３組

3年生  第１位 ２組・第２位 ３組

〈大縄跳び〉
1年生  第１位 ５組・第２位 ３組

2年生  第１位 ５組・第２位 ２組

3年生  第１位 １組、２組

〈クラスパフォーマンス〉
1年生  第１位 １組・第２位 ４組

2年生  第１位 ３組・第２位 １組、４組

3年生  第１位 ４組・第２位 ５組

大会結果報告

TORAHIME HIGH SCHOOL Sports Festival

虎姫高校体育祭 2023 年７月 7 日

開催日
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1年生 2年生

SUMMER SEMINAR

3年生

1

1

1

2 3 8
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東大・東工大連携講座
2023.12.7-8

大阪大学
2023.8.2

受験勉強

滋賀大学（データサイエンス）
2023.7.28

滋賀県立大学・滋賀大学（文系）
2023.7.26

サマーセミナー

慶応義塾大学
2023.8.4-5

滋賀県立大学（生物）
2023.8.22

滋賀県立大学（物理）
2023.8.22

滋賀医科大学
2023.8.25

金沢大学（文系）
2023.8.21

滋賀県立大学（化学）
2023.8.22

コロナ禍の影響で３年間オンラインでの開催になっていた東京３大学

連携講座が４年ぶりに現地開催となり、１年生の希望者１５名が参加し

ました。残念ながら都合により慶應義塾大学は中止になりましたが、東

京工業大学では藤居先生（３５回卒）の案内で大学の施設見学をさせて

いただきました。また、特別講師として青山学大学の鳥塚先生（４６回

卒）による講義を聴き、留学促進サークルFLAPの学生さんとの交流会・

東京姉水会の方との座談

会をさせていただきまし

た。

東京大学では現役大学

院生（７１回卒）と東京

姉水会の方による大学案

内をしていただきました。

参加生徒は貴重な体験を

させていただき、これか

らの進路選択に活かして

くれるでしょう。

午前は銅の抵抗率の温

度測定の実験を行い、午

後からは大阪大学の教

員・ティーチングアシス

タントの指導の下、大阪

大学の設備を利用し、生

徒自らが計画した探究実

験を行いました。計画時

には分からなかった実験

の難しさを経験しまし

た。9月末にはこの実験の

報告会をオンラインで行

いました。

76回生全員が希望進路実現を目指し、

一人ひとりが一生懸命に受験勉強に励んで

います。学校では、各HR教室や図書館、

職員室前において取り組んでいます。やれ

ることをやり切って、自信を持って受験に

臨みます。

2年生理系生徒を対象に、滋賀大学

データサイエンス学部との連携講座を

開催しました。講座のテーマは「防災

×データサイエンス」。ドローンを使っ

て姉川付近の地形を撮影し、地図デー

タへ変換しました。特に今年度は大井

橋が廃止になった年であり、新旧デー

タを比較するうえで、とても有意義な

撮影でした。ドローンの操縦に加えて、

データの収集から分析までを1日で体験

できるという、とても密度の高い講座

となりました。

２年生文系生徒は７月２６日

（水）に２大学の講座を受講しま

した。午前中は全員滋賀県立大学

で人間関係学科の講座を受講し、

午後は地域文化学科か国際コミュ

ニケーション学科、または移動し

ての滋賀大学の講座の中から選択

して受講するという形でした。

慶応義塾大学小林博人研究室とのサマーセミナーでは、これまでに市

内田根地域の空き家の利活用のため風呂の改修、土間に置く移動式キッ

チンテーブルの作成、土壁・雨戸・蔀戸の修繕、天井裏掃除などの活動

を行いました。この夏は田根小学校で交流できる空間づくりを目指し、

藤棚の近くの野外に置ける本棚を作成しました。

生物分野では、午前に大学周辺に生息する水生生物の生態調査、午後

にはDNA電気泳動を用いてイネの遺伝子の識別を行いました。普段学

校ではなかなかできない実習ができ、学びの多い一日となりました。

午前中は、カーボンニュートラルの実現に向けた取り組みについて講

義を受けました。午後は、菜種油から燃料を作り、その燃料でゴーカー

トを走らせました。自分たちで作った燃料で、実際にエンジンを動かす

経験は貴重なものでし

た。

将来、医学や看護を志す生徒が滋賀医科大学を訪問し、医学コースと

看護コースに分かれて受講しました。公衆衛生学やがんの発生メカニズ

ムなどに関する講義を受けたり、大学内にあるメディカルミュージアム

を案内していただいたりと、貴重な体験をすることができました。

２年生文系の希望者対象に、金沢大学法学部との連携講座を開催しま

した。岐阜県立関高校、石川県立金沢錦丘高校との合同開催で午前中は

交流会と施設見学を行い、午後は邦楽セミナー「その決め方、ホントに

いいの？－多数決について考えるー」を受講しました。大学生がファシ

リテートするグループワークの形でセミナーが進み、大学生や他校生と

交流を深める機会ともなりました。

「プラスチック製品の特徴と性質～リサイクルを阻むものは何か？」

というテーマのもと、講義を受け、その後プラスチックについて３つの

実験を行いました。リサイクルにおける課題について考えた貴重な一日

となりました。



昨年度に引き続き、5年連続で全国で最優秀賞を受賞でき

たことをうれしく思います。また今年は創部以来初めて

県でも最優秀賞を受賞しました。今後とも読者の皆さん

が読みたくなるような新聞の発行を心がけ、来年度も受

賞できるように、後輩への伝承に努めたいと思います。

三重県で行われた近畿高等学校総合文化祭囲碁部門の個

人戦に虎姫からは4人が出場しました。対局終了後に段

級位を聞いてみると三段や六段など本当に猛者たちが集

まっているんだなと実感しました。そんな中でも出場メ

ンバーも自分の持てる力を出して戦えていたと思います。

普段の部活では部員全員がしっかり実力をつけてきてい

ると実感する日々です。私も追いつかれてしまわないよ

うに努力を怠らず頑張っていきたいです。

水泳部は春季総体において400ｍ個人メドレー７位

により近畿大会出場、秋季総体において200ｍ個人

メドレー8位により近畿大会出場、100ｍ自由形3位

により近畿大会出場することができました。なかな

か練習環境が整わない中、コツコツと練習を行い、大

会に挑むことができました。今後もたくさんの応援

に感謝しながら、さらなる高みを目指して頑張って

いきます。

私たち剣道部は、女子団体戦で近畿大会に出場しま

した。大会では先輩方を中心に、全員が全力で臨むこ

とができました。

先輩が引退されて人数が少なくなってしまいました

が、伝統や意思を受け継ぎ、次に繋げていけるように

日々の稽古に励みたいです。

卓球部男子は秋季大会の学校対抗戦で結果を残し近畿

大会への出場を果たすことになりました。近畿大会で

は、お互いにアドバイスしあえる楽しくも厳しい練習

を通し自分たちが培ってきた技術を強豪校相手に遺憾

なく発揮していきたいです。そしてさらに、そこでの経

験を糧に練習の構成や試合運びを自分たちで判断して

いけるチームへと、さらなる躍進を目指して頑張りた

いです。

卓球部女子は春季総体の団体戦でベスト８，ダブルスで

も一組がベスト16に入り、7月に京都市で開催された近

畿大会に出場することができました。団体戦で中心とな

った３年生の4人は1年生の時から毎日真面目に練習に

取り組み、その積み重ねが昨年度の秋季総体に続いて2

大会連続の近畿大会出場へとつながったのではないで

しょうか。

1年生主体の新チームも先輩に負けじと練習に励んでい

ます。

陸上部は、春季総体の男子走り幅跳びで近畿大会に出場

しました。近畿大会では周りの雰囲気に圧倒されながら

も戦う姿を見て自分たちもこの舞台に進みたいと思いま

した。今いる部員タッチも春季総体への目標を明確にし、

それを実現するために励んでいます。大きな結果を残す

ためにチーム全体が一丸となり、互いに励まし合いなが

ら今までの経験や思いを糧にして、精一杯頑張ります。

女子ソフトテニス部は、部員みんなで、協力し助け合い、切磋琢磨すること

をモットーにしています。日々の練習では、試合でより多くのポイントをと

れるように要点をおさえながら、また、テニスを楽しむということを忘れず

に部員で話し合いながら、みんなで同じ目標をもって活動しています。その

おかげか最近では以前より団結力があるようになってきました。今の団結

力を活かして試合でより良い成績を残せるように頑張りたいです。

また、これからもお世話になっている方々へ感謝を忘れず、テニス

や勉強を通して、人としても成長できるようにしたいです。

剣
道
部

卓
球
部
男
子

卓
球
部
女
子

水
泳
部

陸
上
部

囲
碁
・
将
棋
部

新
聞
部

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

■剣道部
男子団体 
2回戦　虎姫0-5草津東

■野球部
秋季大会　1回戦　虎姫6-16北大津

■水泳部
羽渕真広（100ｍ自由形）3位 近畿大会出場

辻虎之介（200m個人メドレー）8位 近畿大会出場

■アーチェリー部
女子団体 3位

女子個人 北村菜々美 8位

■卓球部
男子団体 
1回戦　虎姫3-0瀬田工業 
2回戦　虎姫3-1東大津 
3回戦　虎姫0-3近江　ベスト8 
 
男子個人　谷木塁威・中川結斗組　ベスト16

女子団体　１回戦　虎姫0-3膳所

■サッカー部

1回戦　虎姫 1-3大津

■男子ソフトテニス部
団体 
1回戦　虎姫 1-2伊香

■女子ソフトテニス部
団体　2回戦　虎姫 2-1比叡山
　　　3回戦　虎姫 1-2草津東　ベスト 8
個人　新道苺子・山﨑咲奈ペア　ベスト 16

■男子バスケットボール部

1回戦　虎姫 44-61近江兄弟社

■女子バスケットボール部
予選 L　虎姫 56-41光泉 
決勝 T　虎姫 38-105比叡山

■男子バレーボール部
予選 L　虎姫 2-0長浜北星 
決勝 T　 虎姫 2-0八日市 

虎姫 0-2伊吹　ベスト 16

■女子バレーボール部
予選 L　虎姫 2-0八日市 
決勝 T　虎姫 0-2玉川

■男子バトミントン部
団体 
1回戦　虎姫 1-4八幡

■女子バトミントン部
団体 
1回戦　虎姫 3-2堅田 
2回戦　虎姫 0-3米原

■陸上部
滋賀県高等学校秋季総合体育大会参加

■囲碁・将棋部
囲囲碁部門 
男子団体
１回戦　虎姫 A2-1彦根東 B 
　決勝　虎姫 A0-3彦根東 A　準優勝

男子個人 
横山柊吾　4位　近畿大会出場
小川裕也　5位

■吹奏楽部
滋賀県高等学校総合文化祭出演

■科学探究部
第 67回滋賀県学生科学賞県展　佳作

■新聞部
滋賀県学校新聞コンテスト
最優秀賞・知事賞（初） 
2024全国高等学校総合文化祭出場

■美術部
滋賀県高等学校総合文化祭参加

滋賀県高等学校秋季総合体育大会・滋賀県高等学校総合文化祭 結果令和 5年度

 全国最優秀賞受賞　5 年連続 5 回目 
 地方創生☆政策アイデアコンテスト 2023 近畿経済産業局長賞受賞 
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楽
学
両
道

ス
ロ
ー
ガ
ン

修学旅行レポート
2023年 11月17日ー20日

11月20日（月）快晴

門司港から班ごとにそれぞれのタイミング
で、関門海峡を潮風を受けながら唐戸へ船
に乗って渡りました。バナナマンブラック
とのフォトミッションをこなしたり、お土産を買ったり、焼きカ
レーや海鮮などを食べたりした後に、帰りの途につきました。

11月17日（金）曇り時々雨

米原駅を出発し、新幹線・バスでの移動を経て、長崎県の平和公園・
原爆資料館を見学しました。原爆被爆者である市

いち
丸
まる
彪
たけし
さんに当時のお

話をしていただきました。改めて、戦争をなくしていかなければいけ
ないことや原爆は絶対に落とさせてはいけないことを認識させていた
だきました。

11月19日（日）晴れ

太宰府天満宮または吉野ヶ里からスタートし、それぞれが
事前に計画した行程表に基づき活動しました。すべてが計
画通りにはいかなかった班もあった様ですが、臨機応変に
対応しながら非日常の文化や歴史に触れることができました。夜は修学旅行委員主催の学
年レクリエーションを行い、教員も巻き込みながら楽しい時間を過ごしました。

11月18日（土）曇り→晴れ

午前は、出島の歴史を感じられる町並み、
市内を一望できるグラバー園、美味しそう
な香り漂う中華街などを班ごとに散策し、午後は、ハウステンボ
スを20時頃まで堪能しました。異国情緒を感じられる建物やさ
まざまなアトラクション、夜はイルミネーションを楽しみました。

日目

日目

日目

日目

1

2

3

4

school excursion
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『感謝』
短い間でしたがお世話になりました。先輩方は私たちの憧れです。これから
も先輩のご活躍をお祈りしています。

『笑顔』
先輩方の明るい雰囲気のおかげで、楽しく部活に取り組めました。今後もそ
の笑顔で周りを楽しませてください。

『密』
コロナ禍で制限も多い中、逆境にも負けず密な高校生活を送られた先輩方。
今後のご活躍をお祈りしています。

『選択』
選択を迫られた時、最後に決断を下すのは自分自身です。自分が正しいと思っ
た道を突き進んでください。

『信じる』
苦しい事も楽しい事も全ての経験が、未来の自分を助けてくれると信じて挑
戦し続けて下さい。応援しています！

『前へ』
迷ったら前へ。苦しかったら前へ。つらかったら前へ。後悔
するのはそのあと、そのずっと後でいい。

『夢』
明確な夢、朧げな夢、今から探す夢、皆が進む様々な道を夢
に繋がる道にするのは自分です。点滴穿石で頑張れ。

思い描く夢には様々な壁があるかもしれません。でもあなた
ならきっと乗り越えられる！諦めず頑張ってください。

『感謝』
部活や勉強を一生懸命頑張り、成長する姿を応援できて幸せ
でした。ありがとう。

『輝く未来』
３年間で楽しかった思い出や様々な経験を糧にして、皆さん
の更なる飛躍を期待しています。

『友達・友情・仲間』
虎高で出逢い、育み、絆深めた、かけがえのない友達・友情・
仲間。いつまでも大切に、歩んで行って下さい。

後
輩
よ
り

保
護
者
よ
り

Congratulations on your graduation.
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ＰＴＡ活動として、研修委員会では、７月８日（土）の「愛のパト

ロール」と、１０月３日（火）の「県外研修」を行いました。

県外研修では、保護者、引率教員合わせて２４人が参加し、京都の

２大学を見学しました。

コロナ禍において、３年間、県外へのＰＴＡ研修が実施できません

でしたが、コロナが５類感染症へと移行したこともあり、今年度、

再開させてもらいました。

企画の段階では、コロナ禍を経て、従来の研修スタイルを踏襲する

ことについての意見もありましたが、虎姫高校は大学に進学する生

徒が多いため、保護者のみなさんに、今時の大学や大学生活につい

て知っていただくことは意味があると考え、大学見学を中心とした

県外研修を実施しました。

当日はバスを貸し切り、午前に同志社大学（私立）、午後に京都大

学（国立）をそれぞれ見学させてもらいました。お昼は、京都市内

のホテルでバイキング形式の豪華ランチを食し、大学見学後は、北

野天満宮にも参拝してきました。

同志社大学では、大学職員の方から大学の概要や沿革、特色、学生

の様子、カリキュラム、サークル活動、さらには、大学入試に関す

るアドバイスまで幅広くご説明いただきました。

その後、同大学の学生に、今時の学生の暮らしぶりの話なども交え

ながら、歴史ある建物や図書館等の施設を案内してもらいました。

午後の京都大学では、虎姫高校の卒業生（同大学在学生）に来ても

らい、学生生活のリアルなところ（普段の生活やアルバイト、恋愛

事情、将来のこと）などを直接伺いながら楽しく施設見学をさせて

もらいました。とても充実したＰＴＡ研修になりました。

校長先生をはじめ、準備や引率などにご協力いただきました先生方、

当日大学案内をしていただいた卒業生の方に心から感謝申し上げま

す。

今後も、虎姫高校の学校生活がより充実したものとなるようサポー

トしていきたいと思います。ありがとうございました。

研修委員長　三家秀和

去る７月４日火曜日、５日水曜日の２日間に亘り実施されまし

た「虎祭」にてPTA活動の一環として模擬店の出店を行いま

した。

今回は、コロナ禍明けで「虎祭」もコロナ禍前の通りとなり、

COM委員会ではコロナ禍前の予算書や企画書を見ながら、生

徒の皆さんに必要なもの、楽しんでもらえるもの、学んでほし

いものを企画し、委員の皆さんで分担し準備を行いました。

今年は、私たちの住む湖北地方は、実はたまねぎの生産が多く、

そのことを知ってもらいたいと、たまねぎネット詰めコンテス

トを行いました。「おい滋賀、うれ滋賀」の取り組みも幟を立

て案内しました。事前には１．５㎏が最大と思われていたとこ

ろ４㎏超えもあり大いに賑わいました。生徒の皆さんが楽しく

競い、湖北産のたまねぎに触れてもらえたことはとても良かっ

たと感じています。

また、社会福祉施設の存在と活動の一環を知っていただけるよ

うに、障がい者の皆さんが作られたお菓子の販売と施設の案内

板の掲示を行いました。普段生活しているだけでは触れること

がなかなかないだけに社会の一端を知ってもらえたと思いま

す。

食事の容器は、すべてバガス製を使用し、高校の SDGｓの取

り組みに繋げました。

その他、熱中症対策も含め飲み物を多く用意し、食事の代わり

となる食べ物も用意して、多くの生徒の皆さんに利用していた

だき、非常に意義深かったと感じています。

委員会の皆さんもさることながら、委員会以外の方も多くの方

にお手伝いいただき汗をたくさんかいていただき感謝しており

ます。ありがとうございました。

今後も、生徒が楽しく学び、生徒の楽しみをサポートするＰＴ

Ａ活動を行っていきたいと考えています。

COM委員長　堤義定
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新型コロナウイルス感染症により、かつて経験し

たことの無い大変な期間でしたが、新学期が過ぎ

た5月に5類感染症へ移行したことで、今年はよう

やく規制が無い状況で通常の学校行事が開催されました。

生徒たちが以前にも増して熱心に勉強や部活動などの学校生活を過ごすことが出来たこ

とで、安堵とともに今回の経験を糧として、今後の更なる飛躍を期待しています。

広報委員会では虎高PTA通信の発刊にあたって、紙面のレイアウト、写真の大きさや内

容等について、より良い広報誌となるよう様々な意見やアイデアを出し合いながら作成

してまいりました。紙面を通じて生徒たちの飾りのない笑顔や活気に満ちた様子をご覧

いただき、今年度の虎高生活での記念としてお楽しみいただければ幸いです。

PTA広報委員会　一同

虎高PTA通信No153（2023年度春夏号）が、県高P連広報紙コンクー

ルにおいて最優秀賞に選ばれ、近畿地区高P連広報紙コンクールに推薦し

ていただくことになりました。今後も虎高の皆さんに、少しでもお役に立

てるような情報提供に心がけてまいります。

　今年はコロナが収束し、文化祭では模擬店が復活しました。それに伴い、生徒

会が目指す「SDGsの促進」に向けてバガスプロジェクトを行いました。生徒会

やＰＴＡ模擬店の容器を植物由来の環境に優しい容器にしたり、校内にポスター

を貼ったりすることで生徒や先生方に取り組みを広める良い機会となりました。

　また、赤い羽根共同募金ではたくさんの方にご協力いただき、地域に貢献する

ことができました。皆さんの生徒会活動へのご理解、ご協力に感謝しつつ、今後

とも尽力していきたいと思います。
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虎高PTA通信が
県高P連広報紙コンクールで
最優秀賞に選ばれました！

NEW
S

▲ オオサンショウウオ君

▲ トラマンダー（左）、カスミちゃん（右）


